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ごみを減らすための4
よんあーる

R運動
　市では、ごみの減量・リサイクルを進めるため「４
Ｒ運動」を推進しています。
　「４Ｒ運動」とは、次の４つの英語の頭文字（Ｒ）
をとった運動で、日常生活の中で４つのＲを実行し、
ごみを減らす取り組みのことです。
Refuse（リフューズ）…断る
～ごみになるものは断りましょう～
○すぐにごみになるものはもらわない。
○マイバッグを持参し、レジ袋や過剰包

装を断る。
Reduce（リデュース）…発生を抑制する
～ごみになるものを減らしましょう～
○ごみが余分に増えないように、詰め替

え商品を利用する。
○食料品は余らないよう計画的に購入

し、使い切る。

Reuse（リユース）…再利用する
～物を繰り返し使いましょう～
○長く使えそうな商品を選ぶ。修理して大切に使う。
○いらなくなったら別の使い方を考える。欲しい人

に譲る。
○繰り返し使用できる容器の商品を選ぶ。
Recycle（リサイクル）…再生利用する
～資源として再利用しましょう～
○正しく分別し、資源物として出す。
○リサイクル可能な商品やリサイクルされた商品を

選ぶ。

◆ みんなで考えよう、ごみのこと 【問い合わせ】廃棄物対策課
　☎20-1050　℻  20-2575
　　haikibutsu@city.iga.lg.jp

第14回読書感想文コンクール入賞者

◆ 本の世界で出会った感動を伝えよう 【問い合わせ】上野図書館
　☎21-6868　℻  21-8999
　　ueno-tosho@city.iga.lg.jp

　第２部：「君の膵臓をたべたい」を読んで 城東中学校３年　　奥永　　航

　第３部：「おねえちゃんって、いっつもがまん」を読んで 島ヶ原小学校２年　松森　光俐

　　　　　「お昼の放送の時間です」を読んで 新居小学校６年　　德井　麻優

　本年度は市内の小・中学校および一般の皆さんから

339 点の応募がありました。審査の結果、特選 3 人、

入選 27 人、審査員奨励賞２校が選ばれましたので発

表します。

【特選作文展示】

　１月５日㈯～ 30 日㈬まで、上野図書館２階展示

コーナーで特選に選ばれた作文を展示します。ぜひ、

ご覧ください。

【入　選】

　第１部：小林　祥子（一般）　　　　　　　石橋　容子（一般）

　第２部：奥　くるみ（城東中学校１年）　　高森　愛（阿山中学校１年）　　　落合　楓（青山中学校１年）

　　　　　松岡　大夢（緑ケ丘中学校２年）　中出　和来（阿山中学校２年）　　梅田　琥太朗（霊峰中学校２年）

　　　　　奥谷　夏光（城東中学校３年）　　芦田　健弘（青山中学校３年）　　津田　樹里（青山中学校３年）

　第３部：河本　優海（島ヶ原小学校２年）　池田　依鞠（新居小学校３年）　　福田　晶翔（新居小学校３年）

　　　　　山本　和（玉滝小学校３年）　　　藤森　蓮斗（阿山小学校３年）　　山添　亜香莉（長田小学校４年）

　　　　　川瀬　大彰（新居小学校４年）　　久保　瑠騎（新居小学校４年）　　小澤　咲月（友生小学校４年）

　　　　　松永　遥人（成和東小学校４年）　久保　芽生（西柘植小学校４年）　田代　有梨佳（西柘植小学校 4 年）

　　　　　山口　夏穂（長田小学校５年）　　中野　結馨（府中小学校５年）　　西　明莉（新居小学校６年）

　　　　　笹山　翔熙（玉滝小学校６年）

【特　選】

　審査員奨励賞　新居小学校　　城東中学校

【学校表彰】

　ごみを減らすためには、一人ひとりがごみを減
らす工夫をすることが大切です。
　そこで、ごみを減らすポイント「４つのＲ」を
心がけて、環境にやさしく、大切な資源として活
かす取り組みを始めてみませんか。
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　110 番は、事件や事故に遭ったり、目撃した際に、

警察官に一刻も早く現場に来てほしいときに利用する

ための緊急通報専用電話です。

　次の項目を警察から聞きますので、落ち着いてお話

しください。

　自動車、自転車などの運転中にスマートフォンや携

帯電話で 110 番通報することはとても危険です。安全

な場所に車や自転車を止めてから通報してください。

　また、緊急を要しない相談や、意見要望について

は、警察安全相談電話「♯ 9110」または「059-224-

9110」をご利用ください。

 【問い合わせ】

　伊賀警察署　☎ 21-0110

　名張警察署　☎ 62-0110

110 番は「緊急通報専用」の電話です

伊賀警察署だより

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

人の値打ち　　　　～市議会事務局～

　「人の値打ち」って何でしょうか。人の見方、捉え

方はさまざまですが、日頃から「人を外見で判断し

たらあかんよ」と子どもに話しています。しかし、

子どもから「お母さんは、人のどこを見て判断して

いるの？学歴？」と問われた時、うまく答えられま

せんでした。

　ものを見たり、考えたりする時、頭からこうだと

決め付けたり、誤った見方や考え方をしたりするこ

とがあります。「人の値打ち」は外見や学歴で判断で

きません。理解していると思っていた私こそ、正し

く理解できていなかったのです。

　そんなときに江口いとさんが書いた人権の詩『人

の値うち』が頭に思い浮かびました。江口さんは

1912 年に被差別部落に生まれ、親・子・孫と三代

にわたる差別を経験し、生涯をかけて部落差別の解

消を叫び続けた人です。

　江口さんの詩にあるように、着ている服や肩書き、

学歴、生まれた場所などで「人の値打ち」は決まり

ません。江口さんが、差別がなくなることを祈り、

詩を作られた時から年月は経過していますが、未だ

に不合理な部落差別があり、就職、結婚差別などで、

苦しんでいる人がいるのも事実です。

　この『人の値うち』の結びのことばに、「人々はい

つの日、このあやまちに気付くであろうか」という

一文が心に突き刺さります。人（「人の値打ち」）を

誤ったものさしで見ることのない世の中になるよう

に、あなたの隣にいる身近な人が傷つかないように、

一人ひとりが意識していく問題ではないでしょうか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

　市では、伊賀鉄道伊賀線の利用促進策の１つとして、

伊賀線利用者専用のパーク＆ライド駐車場の整備を進

めています。現在の市部駅に加え、１月からは新たに

丸山駅と比土駅で無料のパーク＆ライド駐車場の供用

を開始しました。

　また、上野市駅近くの市営上野公園第３駐車場でも、

伊賀線の定期券利用者に限り無料で駐車できるように

なりました。（事前に手続きが必要です。）

　自宅から最寄駅まで少し距離がある場合でも、パー

ク＆ライドをすることで、鉄道を利用しやすくなるの

ではないでしょうか。通勤やお出かけの際は、パーク

＆ライド駐車場を活用し、伊賀線を利用しましょう。

【駐車可能台数】　○市部駅　18 台

○丸山駅　14 台　○比土駅　11 台

○市営上野公園第３駐車場　76 台

【問い合わせ】

○各駅の駐車場に関すること　交通政策課

　☎ 22-9663　℻   22-9694

○市営上野公園第３駐車場に関すること　管財課

　☎ 22-9610　℻   24-2440

新しいパーク＆ライド駐車場が完成しました！

公共交通を利用しましょう

○何があったのか
○いつ
○どこで
○だれが
○あなたの名前・住所・電話番号


